
『南区の重点取組　地域とともに行う“防犯”』

１　犯罪の多発

　平成17年度「横浜市市民意識調査」で３年連続“防犯”がト

ップとなり、相変わらず“防犯”に対する市民の意識が高い。

　南区内では、ここ数年、車上狙い、自転車盗、空き巣、ひっ

たくりなどの窃盗犯罪が多発し、発生件数も毎年増加し、区民

生活を脅かす状況が続いていた。

　南区では、以前からも、南警察署の協力により“防犯対策”

に取り組んでいたが、窃盗犯罪は増加し続け、詐欺などの新た

な知能犯罪も多発し始めていた。

　また、平成16年のゴールデンウィーク中には、区内で連続放

火事件が16件も発生した。幸い、人的被害までには至らなかっ

たが、より一層区民生活を脅かしていた。

２　防犯組織の発足

　このような状況の中、“防犯対策”を、平成16年度南区重点

政策として位置づけ、区役所独白の機構改革により、５月１日

から総務部地域振興課に「まちの安全・安心推進担当」を設置

し、地域振興課長、学校支援・連携担当課長、総務課長の３名

が兼務となり、まちの安全・安心推進担当係長１名、担当職員

１名を配置した。

　南区では、地域からの要望である区民が主体となった自主防

犯組織づくりのため、南区連合町内会長、南警察署長、南消防

署長及び南区長とともに調整、連携を進めていった。その結果、

７月29日には、自治会・町内会を中心に企業、保育園、学校、

関係行政機関などとともに「自分たちの街は自分たちで守ろ

う！～できることからはじめる安全な街づくり～」のスローガ

ンのもと、「地域コミュニティの盛んな街・南区」、「犯罪のな

い街・南区」を目指した「南区地域防犯推進連絡会」を発足した。

３　平成16年度の取組内容

①防犯物品の提供

　地域防犯活動を推進するため、区内の連合町内会に防犯パト

ロール用ベスト・ジャンパーなどを、自治会・町内会に帽子、

腕章を物品支援した。

　また、児童の安全対策として、区内の小中学校にさすまた、

防犯スプレーなどの防犯物品の支援も行った。

②防犯啓発活動

　地域・関係機関との連携による啓発活動として、南警察署・

南防犯協会との街頭キャンペーン、南消防署・家庭防災員との

合同パトロール、神奈川県くらし安全指導員による防犯教室、

区民まつりでの防犯啓発コーナー開設などを実施した。

　また、区役所内での防犯物品展示、防犯対策ビデオ放送など

の取組も併せて進めていった。

③［南区地域防犯推進連絡会］の開催

　11月末に、自主防犯活動の取組中間報告及び年末年始に向け

た防犯対策の取組などを共有するため、「南区地域防犯推進連

絡会」を開催した。

４　地域からの協力

①防犯パトロールカー２台の寄付

　横浜南ロータリークラブから防犯パトロール用に車両２台の

寄贈を受けた。

　現在、「“みなっち号”」

と名付けたこの車両を活

用した「“みなっち”パ

トロール」を地域、警備

会社とともに展開中であ

る。（自主企画事業（重

点政策費））

②区内小学校への「防犯

ブザー」寄付

　区内の企業２社から、小学校全児童分の防犯ブザーの寄贈を

受け、区内の全小学校へ配布して児童の安全対策を進めている。

５　地域の取組事例

　南区六ツ川地区連合自治会内に

は19の自治会・町内会があるが、

５つのブロックに分けて効率的な

昼夜の自主防犯パトロールを実施

したり、共通の防犯啓発ポスター

を作成して住民の防犯意識の向上

を図り、街ぐるみで防犯対策に取

り組んでいる。

　中でも、ユニークな取組を実施

しているのが鶴ヶ丘町内会である。週２回の町内会防犯・防災

パトロールのほか、Ａ３大のボードと針金を町内会で用意し、

各家庭で自由に絵や文字を入れた「防犯・防災啓発ボード」を

作成し、自宅等の門扉、フェンス等に取り付けている。この結

果、空き巣、車上狙いなどの犯罪が着実に減少している。

６　さらなる協働へ

　南区内では、平成16年度末時点で、連合町内会、自治会・町

内会の約８割が自主防犯活動を実施している。また、南区内の

窃盗犯罪発生件数も表１のとおり、昨年比で大幅に減少してき

ている。

　南区としては引き続き、地域住民とともに防犯活動・犯罪情

報などを共有し、区民との協働による防犯活動を推進し、さら

に「地域コミュニティの盛んな街・南区」、「犯罪のない街・南

区」を目指した活動を実施していく。

＜石井正人＝南区地域振興課まちの安全・安心推進担当係長＞
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表　南区内窃盗犯等発生件数（H17年・H16年の比較）
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